
強 み や 利 点

今回の最前線レポートは太洋基礎工業が
携わる道路拡幅工事。狭小な現場での施
工を可能にした「N-S.P.Cウォール工法」の
紹介と合わせてお届けします。利点の多
い画期的な工法をいち早く取り入れてい
る現場の様子、ぜひご覧ください。

現場全体が狭小で、急峻な場所もあるため、毎日の朝礼で注意
すべき箇 所 や事 項の周知を徹 底 。必ず全 員 が 安 全 帯を着用し
て万一の転落に備えています。また、作業者の体調にも細心の
注意を払うべく、「体調の急変に気づけないことがないよう、な
るべく単独作業は避ける
よう人員を配置する」「ど
うしても単独作業が必要
になった場 合 は 、こまめ
に 状 況 を 確 認 する 」「 現
場 全 体を回って一人ひと
りに 声をか ける 」などを
心がけています。
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今回の工事で心がけていること

常に作業者全員の安全確保を第一に考える
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朝礼で安全意識を周知しています。

もともとは現場の斜面側に足場を組み、そこから小さなクレーン
を使ってパネルを組み上げていく計画でした。しかし、実際に現
場を見ると、狭小すぎて足場設置に必要な幅を確保できないこ
とが判明。既存の道路に移動式のラフタークレーンを置いてパ
ネルを組み上げるしか方法はありませんでした。そこで、元請会
社 の 担 当者とともに 、事
前に図面上に必要な機械
を配 置しながら 、施 工可
能かを入 念にシミュレー
ション。そうしてN -S. P.C
ウォール工法の実 施にこ
ぎつけました。

苦労した点と乗り越え方

組むはずの足場が組めない……

元請会社の担当者との打ち合わせ

作 業 者 全 員 が お 互 い の 作 業 を 確
認 し て 、現 在 の 状 況 や 情 報 を こ
ま め に 共 有 す る こ と 。私 自 身 、作
業 工 程 を 細 か くチ ェ ッ ク し た 上
で 、もう１名 の 担 当 者 に 必 ずダ ブ
ル チ ェッ ク を 行 って も らう こ と 。
そ の チ ェック に 際 して は 、作 業 を
行 う パ ネ ル の 内 側 か ら は も ち ろ
ん 、パ ネ ル の 外 側 か ら も 入 念 に
確 認 す る こ と 。そ れ ら を 心 が け
て 、よ り 良 い 品 質 で の 施 工 に 努
めて い ま す 。

事前に聞いてはいました、「動物が出てくる」と。「山の現場ならではだ
な」と思っていましたが、実際に通勤時、鹿が出てくるのを目の当たり
にすると「うわ！本当にいた！」と驚くものです。鹿そのものを目にす
る回数は少ないのですが、足跡を頻繁に目にして「いるな……」と
日々察しています。なお、熊は出没していません！ 

作 業 員 同 士 、密 に 声 を か け 合 い 、「 危 な い 」と
思ったところは共 有しながら、最後まで 無事故
で施 工していこうと思います 。このまま順 調 に
進めば工 期 内で 終わる予定 。油 断 せず 、しっか
り安 全管 理を行って施 工を進めていきます。

施工完了に向けて

無事故で完了させる！

現場での珍!?エピソード

施 工 の 心 が ま え

新聞 ８月10日発行

太洋基礎工業の「今」をお届けする社外報

463号

たとえば 、道 路がカーブしていたり 、斜面の凹凸が大きかったりして
も、流 動 性があるため、打 設しやすいのが利点です。

鹿、出没！

＼今回はN-S.P.Cウォール工法で施工しました！／
プレキャストパ ネルと言 わ れるコンクリート二 次 製 品 のパ
ネ ル を 組 み上 げ て 、そ の 中 に 軽 量 盛 土 材 のエアーミル ク

（ 気 泡を含んだセメントミルク ）を打 設して 、盛 土する工 法
です 。新しい工 法 ゆえ
に、気 泡混合 材を用い
た 他 工 法 に 比 べ て
N -S . P. Cウォール工 法
の 施 工 事 例 は ま だ 少
なく 、今 後 増 加 するこ
とが予想されます。

こんな工法で施工しています！

常に品質向上を追求！

＼Mさん流！／

非 常 に 軽 い 特 徴 を 活 かして 、土
砂 崩 れ が 起き やすい土 壌 など 軟
弱な地 盤 で の 道 路 拡 幅 工事で多
く活用されています。

狭いところでも施工できる
今 回 の 野上 清 水 線 の 道 路 改 良 工事 のように 、狭 い 場 所で もパ ネル
の設置が可能なところも特 徴です。

工期短縮・人員やコストの削減に寄与
打 設 の高さ制 限 をしっかり守りながら 、パ ネルをクレ ーンで 効 率良
く積み上げ ていければ 、工 期 の 短 縮 、人 員やコストの削 減 にも貢 献
できる工法だと思います。

気泡を含むため流動性がある

気泡を含むため軽い

実 はエアーミル ク 、水 より
も 軽 い の で す 。降 雨 後 の
水たまりの上に浮くほど！

現場概要
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7:30～8:00 出勤

Ｎさんの１日の流れ

私の仕事術！

８時始業のため、着いたらまず掃除と仕
事の準備をします。

12:00～13:00昼休憩
昼食は、気分転換を兼ねて外食すること
が多くあります。

17:00 退勤
早めに作業に取りかかれるよう、事務所や現
場には余裕を持った到着を心がけています。
始業時間ギリギリの到着では、その日の作業
内容を整理する時間がなく、効率良くスムーズ
に仕事を進めることができないからです。ま
た、現場では、職人や元請の方とのコミュニ
ケーションを大切にしています。作業をスムー
ズに進めるためには、現場の皆さんに気持ち
良く仕事をしていただくことが重要です。

公共事業が多いため、私たちが工事を行うことで、
たくさんの方に喜んでいただけることが仕事のや
りがいです。工事完成後に、現場を見に行くことも
あり、実際に利用されている人々や横断する人々を
見ると、自身の仕事が皆さんの役に立っていると
いう達成感を得られます。

仕事のやりがい

◯◯さんの
公共事業では、直接利用されるお客様の声を聞く
機会はほとんどありません。しかし、太洋基礎工業
の請け負う業務は、多くの人々に暮らしやすさを提
供する大切な仕事です。今回は、現場で施工管理
を行うＮさんの仕事に対する思いに迫ります！

13:00～ 午後の業務
基本的には午前中の作業の続きを行います。
次の現場の打ち合わせのため、現場事務所ま
で外出することもあります。

Ｎさん
大阪支店

8:00～ 午前の業務
勤務は、メールの確認から始まりま
す。その後、現場に行った際の施工報
告書の作成、現場の段取りや計画書
の作成などの事務作業を行います。
直接現場へ出勤する日は、朝から打
ち合わせを行った後、現場で作業の
指示を行います。



月間ＭＶＰ賞

※月間ＭＶＰ賞は当社社員だけではなく、協力会社の皆様も表彰の対象となっています。自薦、他薦は問いません。多くの受賞者が出ることを期待しています。

（推 薦者　東 京支 店　Ｍさん）

建設業労働災害防止協会東京支部より安全優秀職長賞を受け
ました。ＴＲＤ施工現場において、労働災害防止の重要性を深
く認識し、日頃から安全活動に努めていた功績が認められ、鹿
島建 設株式会社 東 京土木支 店様から推 薦していただきまし
た。この功績を称え、月間ＭＶＰ賞に推薦いたします。Ｋさん

Ｋさん

東 京 支 店 関東機 材センター

推 薦 理 由

受賞者

（推 薦者　東 京支 店 工事部　Ｍさん）

西武 建 設 株 式会 社  白糸台の現 場において日頃より現 場 安
全 活 動 を行 い、安 全 表 彰 をされることとなりました 。月間
ＭＶＰ賞に推 薦いたします。

東 京 支 店 工事部 推 薦 理 由

受賞者

人材不足に伴い
課 題への取り組み

２０２４年現在、多くの業界で売り手市
場の状況が続いています。そうした中、
建設業を含めた人材不足の現場で顕著
化してきたことは、「生産性の低下」「技
術継承の難しさ」「進まない働き方改
革」という課題です。その対策として推
進されているのがＡＩを駆使し作業の
効率化を図る建設ＤＸです。具体的に
は、クラウドを利用した機械の遠隔操
作や自動測量などがこれに該当しま
す。しかし技術がいくら進歩しても使い
手に基礎知識や経験値がなければ使
いこなせないこともあるでしょう。やは
り最後の決め手は「人」であり人を育て
ることの重要性を感じています。

PDC Aサイクルを行動に移し
経 験を積み重ねる

私自身「仕事は本来厳しいもの」という認識を
持っています。一昔前と比べれば随分と改善さ
れましたが、それでも建設業と3K（危険・きつ
い・汚い）は、セットです。昔「苦労は、買ってで
もしなさい」と耳にした記憶があります。今の
時代では、「昭和」と揶揄されることでしょう
が、この先仕事を続ける上で必ず何度か壁に当
たるものです。それを乗り越える糧は、「失敗か
ら学ぶこと」や「苦労や改善を施し成功した体
験」などの経験値に繋がると思っています。そ
うした意味でも明確な目標を設定して計画を
実行に移し、結果を総括した上で改善を図る。
このサイクルの繰り返しで基礎知識や経験値
も積み重ねられ、仕事の幅も広がり自信もつい
てくることでしょう。

声援
Ｓさん静岡支店

特に私たちのような特殊土木業界に身を置くものは、常々専門書を
通して知識をインプットし続けることが大切だと思います。どうか
若手の皆さんには、頭が柔軟なうちから多くの学びを得、これから
来るであろう業界の自動化に向けて活用できるような知識や経験
値を積み重ねてほしいと思います。


